
はじめに…。

平成２３（２０１１）年３月１１日に起きた東日本大震災と福島第一
原発の過酷事故から、今年３月で９年間の歳月が経ちました。

私は、３月２０日（金）から２２日（月）の２泊３日の日程で、福島
県と宮城県の震災遺構や、先日（４日午前０時）「帰還困難区域」の
避難指示が一部解除された双葉町や、まだ解除されていない福島第１
原子力発電所近くの国道６号線沿いの町、そして初めて訪れる気仙沼
市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼向洋高校の旧校舎と併
設）を、自家用車で訪ねてきました（初日は移動のみ）。

そこで感じた気持ちや考えたことなどを、撮影した画像と一緒に

紹介します。



２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）①

① ②ＪＲ双葉駅の様子 駅近くの消防署
（シャッターがねじ曲がっていた）

東日本大震災の発生時刻（午後２時４６分）
のまま止まった旧駅舎の時計。

「双葉町消防団第二分団」の時計も…。



２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）②

駅構内のＪＲ常磐（じょうばん）線路線図
最後まで残された富岡駅ー浪江駅間が開通

（令和２年３月１４日）
帰還困難区域の避難指示一部解除
（令和２年３月４日）



放射線量は、毎時０．９８７マイクロシーベルト
（μSｖ/ｈ）。これはどのようなレベルなのか？

２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）③

駅の隣には、積み上げられた
自転車の山とモニタリングポスト

日本国政府による一般の人の被曝線量
の限度（除染目標）は、
「年間１ミリシーベルト。これを
地上１メートルの高さの空間線量に
換算すれば、毎時０．２３マイクロシーベルト」
…ということは、
この日、この時間帯の双葉駅での放射線量に
限って言えば、国の基準の約４倍。
（原発事故当時は、２．７４マイクロシーベルト）
だから、まだ帰還そのものは禁止されています。
つまり、ここにはまだ住めないということ…。



聖火リレーは3月26日（木）に、
双葉郡楢葉（ならは）町にある
Ｊヴィレッジからスタートして、
福島県内２６市町村を３日間巡る
予定だったが…新型コロナウイル
ス感染拡大のため中止（延期？）。

①

②

２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）④

左の看板は、スポーツクラブの
クラブハウス（右の写真）前に
あった。玄関前の地割れが、
生々しい。



２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）⑤

① 双葉町図書館
玄関のプレート

（ズームアップ）

② 「町民一人ひとりの復興」とは、
どういうことだろうか？

双葉駅ホームの反対（西地区）に立つ看板



２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ常磐線双葉駅の周辺（福島県双葉郡双葉町）⑥

① 双葉駅前の
「消防用タンク」
に掲げられた
「合い言葉」？

ふたば、ふたたび
（ズームアップ）

② 地震で傾いたお寺
の境内に建てられて
いた石碑の言葉

「花びらは散っても
花は散らない
人は去っても
面影は去らない」



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）①

到着予想時刻が、
１７：０５と表示
されましたが、
震災後に作られた
自動車道を使って、
１６：００前に到
着しました。

今回の研修旅行のメインが、ここです。
気仙沼向洋高校の旧校舎と、併設になっています。
一昨年は石巻市立大川小学校に、昨年は名取市立
閖上（ゆりあげ）中学校を訪ねました。

平成２３（２０１１）年以前のカーナビで、今は旧
校舎が震災遺構として残されている、宮城県気仙沼
向洋高等学校（県立高校）を検索しました。

①

②



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）②

最初に案内された「体験交流ホール」で、
震災時および直後の記録映像（１３分間）
を見ました。「津波火災」という言葉を、
初めて知りました。火の粉が舞って、
雪が降っていました。

向洋高校の旧校舎（ ）と
伝承館の配置図（ ）
（画像は https://note.com/

fumi10914/n/n0fe1b0943531 から）

①

②



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）③

伝承館から旧校舎に入り、
生徒玄関から外に出て撮影
した写真。

南校舎の４階西端部分が
崩れている。

「展示コーナー」では、震災前後の気仙沼市
の様子などがパネルで紹介されていました。
一緒に入った家族の父親が子どもに、「この
あたりに家があったんだよ」と優しく語りか
けていました。

①

②



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）④

① ②



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）⑤

「津波によって、
地上からの高さ約８メートルの
この場所まで流れ着きました。」



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）⑥

４階にあった職員室。
津波が１２メートルの高さで
校舎を襲ったことを、
はっきり示しています。



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）⑦

津波に破壊される屋内運動場
を、校舎の屋上から見ている
気仙沼向洋高校の生徒達。

津波で屋根をもぎ取られた
屋内運動場
（屋根付きグラウンド）



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）⑧

冷凍工場の建物
が激突した
校舎４階西側
のベランダ
と高校の校章



２日目（3月2１日 土曜日）：
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館（宮城県気仙沼市）⑨

…その、
「今もなお生きて
成長を続けている」
ヒバの木です。



２日目（3月2１日 土曜日）：
ＪＲ石巻駅前の居酒屋にて（宮城県石巻市）

津波で水浸しの
石巻駅前と駅舎（上）

今の石巻駅の写真（左）

ステンドグラスは
「サイボーグ００９」
（石ノ森章太郎 作）

「石巻かほく」は…石巻地方
で発行する日刊紙です。
古くから私たちの暮らしに
寄り添ってきた、
猫のように愛らしく、
高すぎず低すぎない目線を
大切にします。

（https://www.kahoku.co.jp/
special/spe1000/ より）

店のおかみさんが、
「よかったら、見てください」と、
『石巻かほく 特別縮刷版
「３．１１」を忘れない』を手渡
してくれました。
「ずっと読んでくれた人は、お客
さんが初めてです」とおかみさん。
「私は高校で、歴史や倫理を、
子ども達に教えていますから」と
答えました。



３日目（3月2３日 日曜日）：
日和山公園にて（宮城県石巻市）①

石巻市の被災者のうち死者数及び行方不明者数 

直接死 3,060人 関連死 275人
（令和２年２月末現在）「降りしきる雪の中、信じられない光景を目にします。」



３日目（3月2３日 日曜日）：
日和山公園にて（宮城県石巻市）②

ここが日和山公園です。

この日、小雨が降っていて、
その雨の雫（しずく）も、画像に
写っています。

「石巻南浜津波復興祈念公園」の建設が予定されています。



東日本大震災で津波に襲われ、火災で延焼した
宮城県石巻市の旧門脇小学校が、震災遺構として
保存されることになった。
「見るのがつらい」と解体を望む地元住民も少な
くなかったが、市が１３日に説明会を開き、
半分ほどを解体、残りを保存するとの計画を示し、
住民側が受け入れた。

（https://www.asahi.com/articles/
ASK5F45GTK5FUNHB004.html から）

震災当日、校内には２４０人の生徒が残っていたが、教師の誘導で
裏山に避難した。津波の高さは６ｍを超えた。校庭に停めてあった
保護者の車を含め、多数の自動車が流された。やがて漏れ出した
ガソリンが引火して校舎は炎に包まれた（津波火災）。津波と余震
のために消火活動は出来ず、火災は３日間継続した。
震災では在校していた生徒は全員無事であったが、すでに下校して
いた生徒のうち７名が死亡した。

適切な避難ができず、過半数の生徒が死亡した石巻市立大川小学校
とは対照的である。 （ウィキペディアより。一部改変）

３日目（3月2３日 日曜日）：
日和山公園にて（宮城県石巻市）③

被災した消防車と
石巻市立
門脇（かどのわき）小学校

（画像は https://www.flickr.com/
photos/cxdsew32/5767746679 から）

①
②



最後に…。

ガレキの中に
見つけた

バドミントン
のシャトル

地震と津波で散乱した教科書やプリント、
そして…。（気仙沼向洋高校旧校舎）

①

②「男子シングルス
（その４）」

春季大会の
トーナメント表？

③

学習指導要領
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